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 小・中学生の作品コーナー 
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（
順
不
同
）
 

 
第
２
０
回
天
草
最
高
峰
倉
岳

ウ
ォ
ー
ク
が
１
１
月
１
０
日
（
日
）

開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
２
０

０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
 

 

 
参
加
者
は
、
車
道
を
歩
く
Ａ

コ
ー
ス
（
片
道
８
・
５
ｋ
ｍ
）
と
自

然
の
山
道
を
歩
く
Ｂ
コ
ー
ス
（
片

道
４
・
５
ｋ
ｍ
）
に
分
か
れ
、
え
び

す
太
鼓
保
存
会
の
力
強
い
演
奏
に

励
ま
さ
れ
、
各
々
の
ペ
ー
ス
で
勢

い
よ
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。
 

 

 
出
発
前
は
、
少
し
肌
寒
か
っ
た

天
気
も
次
第
に
暖
か
く
な
り
絶
好

の
登
山
日
和
と
な
っ
た
。
参
加
者

の
中
に
は
、
上
着
を
脱
い
で
汗
を

拭
き
な
が
ら
歩
く
姿
も
多
く
見
ら

れ
た
。
途
中
２
ヶ
所
の
給
水
所
で

は
、
お
菓
子
や
飲
み
物
が
振
舞
わ

れ
、
し
ば
し
疲
れ
た
体
を
癒
し
、

再
び
足
取
り
も
軽
や
か
に
山
頂
を

め
ざ
し
た
。
 

 
山
頂
到
着
後
は
、
天
草
最
高
峰

か
ら
の
絶
景
を
お
か
ず
に
お
に
ぎ

り
弁
当
や
温
か
い
豚
汁
、
サ
ラ
ダ

に
舌
鼓
を
打
ち
、
満
腹
感
に
浸
り

な
が
ら
家
族
や
友
人
た
ち
と
会
話

を
弾
ま
せ
て
い
た
。
 

 
恒
例
の
『
お
楽
し
み
抽
選
会
』
で

は
、
倉
岳
町
の
特
産
品
シ
モ
ン
焼

酎
ほ
か
豪
華
賞
品
が
当
た
る
と

あ
っ
て
真
剣
な
眼
差
し
で
抽
選
を

 

天
草
最
高
峰
か
ら
の
 
 

沢
山
の
ご
協
賛
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

～第２０回天草最高峰倉岳ウォーク～ 

見
守
っ
て
い
た
。
注
目
の
自
転
車
は
、

有
明
町
の
方
が
ゲ
ッ
ト
さ
れ
た
。
な

お
、
抽
選
に
外
れ
た
方
に
も
漏
れ
な

く
生
シ
イ
タ
ケ
が
配
布
さ
れ
た
。
 

 
事
前
準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま

で
ご
協
力
頂
い
た
関
係
者
の
皆
さ

ん
、
そ
れ
か
ら
沢
山
の
ご
協
賛
を
い

た
だ
き
ま
し
た
事
業
所
や
商
店
の

皆
さ
ん
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

抽選会のようす 
先導の部会員について歩く参加ら＝８合目、東屋付近 

不知火海に浮かぶ島々を眺めながら至福の昼食タイム＝山頂広場 



　人口動静

世　帯　数

１０月末

970（+2）

９月末
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１０月末 ９月末

656（-2）

高齢化率
４８.３１％

人　　口

485 1,096（-2）

2,722（-2）

485（0） 1,098棚　底

浦 280（0）280 658

合　計 1,208

968444（+１）

1,209（+１）

宮　田 443

2,724

主な行事予定 

         １２月１日（日）倉小持久走・倉っ子フェスタ       １２月８日（日）倉中・倉岳校持久走大会       １２月２４日（火）防犯パトロール        令和２年１月３日（金）倉岳町成人式               （予定のため変更になる場合あり）        

棚
底
城
通
信
 
第
４
２
号
 

 
国
指
定
史
跡
棚
底
城
跡
指
定

１
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

が
１
１
月
９
日
（
土
）
天
草
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
地
元

倉
岳
を
含
む
沢
山
の
参
加
者
で

会
場
は
立
錐
の
余
地
も
な
い
程

大
盛
況
だ
っ
た
。
 

 
中
村
市
長
の
主
催
者
挨
拶
に

続
い
て
棚
底
城
通
信
で
も
お
な

じ
み
の
市
文
化
課
、
宮
崎
学
芸

員
か
ら
棚
底
城
跡
の
概
要
に
つ

い
て
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
現
在

お
よ
び
今
後
の
整
備
・
活
用
状

況
な
ど
説
明
が
あ
っ
た
。
 

 
基
調
講
演
で
は
、
「
文
献
史
料

か
ら
み
た
棚
底
城
跡
」
と
題
し

て
戦
国
天
草
最
大
の
激
戦
地
・

棚
底
城
を
め
ぐ
る
上
津
浦
・
栖

本
・
相
良
氏
の
関
係
に
つ
い
て

熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン

タ
ー
長
、
稲
葉
先
生
が
「
八
代
日

記
」
な
ど
の
古
文
書
史
料
か
ら

ひ
も
解
い
て
解
説
さ
れ
た
。
 

 
次
に
「
考
古
学
か
ら
み
た
棚

底
城
跡
」
と
題
し
て
棚
底
城
の

構
造
と
特
徴
に
つ
い
て
北
部
九

州
中
近
世
城
郭
研
究
会
、
鶴
﨑

先
生
が
棚
底
城
の
遺
構
か
ら
分

か
っ
た
野
首
の
三
重
横
堀
、
北

斜
面
の
直
線
横
堀
、
派
生
尾
根

先
端
の
竪
堀
群
は
他
の
天
草
の

城
郭
で
は
見
ら
れ
な
い
重
厚
な

縄
張
り
と
し
て
特
色
が
あ
る
と

講
演
さ
れ
た
。
 

 
そ
れ
か
ら
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

 

 １１月１０日に開催した国指定史跡棚底城跡指
定１０周年記念シンポジウム「天草が誇る戦国
の城跡～棚底城跡の魅力を活かす～」は約２０
０名の方々にお越しいただきました。より良い整
備ができるよう、より一層頑張ります。よろしくお
願いします。      （天草市文化課 宮崎） 

～シンポジウム大盛況～ 

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
「
棚
底
城

跡
の
整
備
と
活
用
法
を
考
え
よ

う
」
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
熊

本
大
学
、
名
誉
教
授
山
尾
先
生

と
６
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ

ぞ
れ
専
門
的
な
立
場
か
ら
建
設

的
な
討
論
を
交
わ
さ
れ
た
。
 

 
ま
た
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
員

と
し
て
参
加
さ
れ
た
、
天
草
市

文
化
財
保
護
審
議
員
の
歳
川
喜

三
生
氏
と
棚
底
地
区
振
興
会
稲

津
会
長
が
地
元
史
家
と
棚
底
地

区
代
表
の
立
場
か
ら
史
跡
の
整

備
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
の
必
要

性
を
要
望
さ
れ
た
。
併
せ
て
天

草
で
最
も
古
い
年
号
延
文
三
年

（
１
３
５
８
年
）
が
刻
ま
れ
た
墓

石
が
存
在
す
る
大
権
寺
の
歴
史

的
価
値
を
評
価
し
、
市
指
定
に

検
討
す
べ
き
と
提
言
さ
れ
た
。
 

 
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

じ
て
改
め
て
中
世
の
山
城
、
棚

底
城
跡
が
幅
広
く
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
再
確
認
で
き
た
。
 

１０月３１日

（木）午後１

時から振興

会花壇に天

草市都市計

画課から配

布されたハ

ボタンとナ

デシコを植

えました。

急な呼びか

けにも関わ

らず健康福

祉部会員ら

１５名に手

伝っていた

だきご覧の

とおり見事

な花壇とな

りました。 

△パネリストの先生ら＝右二人が歳川、稲津氏 

植栽中の部会員＝振興会花壇 

↓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
 


